
１．目標　　
自動車の内輪差や運転者の死角等、自動車の特性から危険を予測し、安全な行動について考える。
２．題材について
　　自動車は、家族で出かけることの多い児童にとって身近な乗り物である。家族と一緒に乗ることから、自動車は安全な乗り物であるという意識が高い。しかし、児童が歩行者であったり自転車に乗っていたりする際、大きな事故に巻き込まれる危険性が高い。そのため、自動車の特性を知っておくことは、危険な事故から免れるために有効である。そこで、本時では危険な自動車事故にあわないために、自動車の特性を基に危険を予測させ、回避するための行動について考えさせる。
３．つながりを意識した指導の工夫

　　本題材の第一時では、武蔵野警察署による交通安全の学習を通して、実際にトラックの座席に乗る体験や、トラックがカーブを走行する様子を見る。それにより、運転者の死角や自動車の内輪差を体感することができる。これらの自動車の特性を知ることで、新たな視点をもち、交通事故の危険予測や回避方法についての理解につながる。
４．指導計画　　　
	時数
	学習活動

	１
（学級活動）
	自動車の内輪差や運転者の死角など、自動車の特性を知る。（武蔵野警察署との連携）

	２

（学級活動）

本時
	自動車の特性の知識を基に、危険を予測し、回避するための行動を考える。


５．本時の展開（２／２時）
(１)ねらい

　　自動車の特性をふまえて、危険を予測し、回避するための行動を考える。

(２)展開

	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 前時の学習を振り返る。 

・「死角」がたくさんあった。
・「内輪差」が原因でひかれそうになった。

· 自分で実際に乗ってみてよくわかった。
2. 運転手の死角や自動車の内輪差により起きそうな自動車事故の映像を見せる。
· たぶん見えているから大丈夫だと思った。

· ぶつかるかもしれないから、もう少し線の中を走った方が安全じゃないか。

· 私だったら自動車が通り過ぎるまで動かない。

3. どのような危険が考えられるか、各自考える。
　　【事例１】

　　　・自動車には死角があるから、きっと運転手さんからは見えなくてぶつかる。
　　　・この人は大丈夫だと思っていたと思うからスピードを落とさずに進んでぶつかってしまう。

　　【事例２】

　　　・内輪差も考えるとぶつかってしまう。
　　　・自動車も見えていないからこのまま進んでくる。
4. 実際に起きた事故について予測される危険について、意

見を交流する。
　・トラックにはたくさんの死角があるから、離れて走っていればよかった。
　・きっとこの子は大丈夫だと思っていたと思う。

　・小さい子は運転手から見えないから視界に入っていなかったんだと思う。
5. 自動車の特性をふまえて危険を回避するためにできることを話し合う。

　　・自転車も来ているから運転手からは歩行者が見えていない。だから、歩行者は運転手の視線を確認すればいい。
・自動車の特性をわかっていれば、事故は減ると思う。
6. 本時の学習を振り返る。 

	○前時で体験した内容を想起させ、自動車の特性について振り返らせる。

◆前時の写真等
○安全そう（危険ではなさそう）なのに、衝突してしまいそうになる映像を見せることで、より自動車の危険を意識させられるようにする。
◆動画
「実写版　危険予知トレーニング（JAF）」

http://www.jaf.or.jp/eco-safety/safety/kyt/
○運転手から歩行者の見え方について実際に体験したことをもとにして考えられるように声をかける。
◆ワークシート（映像と同じ内容のものを用意してこれからどのような危険が考えられるか記入させる。）
○個人で考えたことをもとにしてグループで意見を交流することで、考えをより深められるようにする。
○実際に昨年度起きた事故について図をもとに状況を把握させる。
◆事故の様子を上から見た図
■自動車の特性をふまえて危険を予測し、回避するための行動を考えている。
○自動車の特性をふまえて危険を予測し、回避するために、どう行動したらよかったのか考えさせる。






どのような危険が考えられるか話し合おう。
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自動車事故にあわないために
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